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治療を施行した 20 例の治療計画について、異なる 3 種の不均質補正法を用いて
種々の再計算を行い、治療計画を後ろ向きに検討した。不均質補正法は Batho 
power-law アルゴリズム（治療計画装置: Eclipse、以下 BPL）、radiological path 
length アルゴリズム（治療計画装置: iPlan、以下 RPL）、X-ray Voxel Monte Carlo
アルゴリズム（治療計画装置: iPlan、以下 XVMC）の 3 種を使用して比較検討
を行った。 
上記アルゴリズム間において、同一のモニターユニット値を用いて再計算し、
計画標的体積(PTV)の辺縁線量（最小線量と PTV 体積の 95％に照射される線量
(D95)）をそれぞれ比較した結果、XVMC の方が BPL よりも PTV 平均辺縁線量（最
小線量と D95）の有意な低下を認めた(p < 0.001)。続いて、アルゴリズムの違
いに加えて線量処方法も変更した場合の実投与線量への影響を調べるため、モ
ニターユニットが上記アルゴリズム間でどの程度変化するかも計算した。照射
野中心処方(IC 処方)と線量体積を基準とする処方(D95 処方)の 2 種の線量処方 
 
法を用いて比較検討を行った結果、IC処方でのモニターユニット比の平均値は、
BPL:RPL:XVMC でそれぞれ 1:0.959:0.986 であり、D95 処方での同平均値は、
BPL:RPL:XVMC でそれぞれ 1:0.937:1.088 であった(p < 0.001)。 












過去に本治療を施行した 20 例の治療計画について、異なる 3 種の不均質補正
法を用いて同一のモニターユニット値で再計算を行い、線量分布を比較検討し
た。その結果、最も計算精度の高い X-ray Voxel Monte Carlo アルゴリズム(XVMC)
では、従来より使用している Batho power-law アルゴリズム(BPL)と比べ、計画
標的体積平均辺縁線量の有意な低下を認めた。また不均質補正法の違いに加え
て線量処方法も変更した場合、線量体積を基準とする処方では、XVMC を用いる






なお、本学位授与申請者は、平成 27 年 1 月 14 日実施の論文内容とそれに関
連した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたもので
ある。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
